
生理活性型ステロイドを測定できます！

● ステロイドホルモンの測定はトータル型の測定がほとんど

● 生理活性を示す遊離型の測定はテストステロンのみ

● テストステロン以外の生理活性型を測定するのは困難。。。

● 1回のサンプリングで複数の生理活性型を同時測定します。

● コルチゾール等のグルココルチコイドも測定可能！

● 様々なステロイド関連疾患(LOH症候群やクッシング症候群) に

 おける生理活性型ステロイドの研究ができます。

ステロイドホルモンはタンパク質と結合していない
遊離型が生理活性を示します！

従来。。。

当社測定法なら。。。

複数の生理活性型を測定した報告はほとんどありません！

生理活性型に興味はあるけど、測定が出来ず諦めていた方は

是非、当社測定法をご利用ください！



電 話：0466-32-7218
メール：kensa-med@ap-med.co.jp
ホームページ：https://www.ap-med.co.jp

受付時間：月～金曜日 9:00～17:35
土日・祝祭日・年末年始等を除く

お問い合わせ

2024年05月作成

遊離型ステロイド測定の一例

F及びEの血中濃度はトータルではF>>Eであるが、
遊離型はほぼ同程度で存在していました。

遊離型ステロイド濃度は、トータル濃度とは異なる割合で
存在している可能性があります！

ヒト血中コルチゾール及びコルチゾン濃度
(男性10例、女性5例)

▼詳しくはお問い合わせ下さい


	スライド 1
	スライド 2

